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総務費
11億1,486万円

民生費
15億9,648万円

衛生費
4億1,551万円 

農林水産業費
9,176万円

商工費
2,731万円 

土木費
4億5,906万円

消防費
1億6,435万円 

教育費
7億1,913万円 

公債費
2億265万円

予備費
500万円

労働費
51万円

議会費
5,738万円

町債
9,860万円

町税
9億7,501万円

譲与税・交付金等
2億839万円

地方交付税
13億9,800万円

分担金・使用料等
1億1,187万円

国庫支出金
3億8,381万円

県支出金
3億1,085万円

寄附金
3億5,100万円

財産収入・諸収入
2億7,553万円

繰入金
7億94万円

繰越金
4,000万円 

総務費
15億4,755万円

民生費
15億4,484万円

衛生費
3億9,244万円

農林水産業費
8,798万円

商工費
2,619万円 

土木費
5億934万円

消防費
1億7,797万円

教育費
6億6,297万円

公債費
2億2,994万円

予備費
500万円

労働費
51万円

議会費
5,927万円

町債
5億1,200万円

町税
9億4,857万円

譲与税・交付金等
2億2,276万円 

地方交付税
13億5,300万円

分担金・使用料等
8,066万円

国庫支出金
4億726万円

県支出金
2億9,277万円

寄附金
3億円

財産収入・諸収入
2億7,107万円

繰入金
8億1,591万円

繰越金
4,000万円

歳出歳入

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

〇
３
月
定
例
会
を
３
月
４
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
21
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

〇�

町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
案
件
は
19
件(

同
意
1
件
、
条
例
7
件
、
補
正
予
算
3
件
、
当
初
予
算
6
件
、
そ
の
他
2
件)

で
、
そ
の
中

か
ら
条
例
改
正
や
予
算
な
ど
16
件
を
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

〇�

請
願
は
2
件(

「
国
に
対
し
、「
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
（
再
審
法
）
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願
、「
政

府
が
進
め
る
コ
ロ
ナ
克
服
・
新
時
代
開
拓
の
た
め
の
経
済
対
策
に
お
け
る
公
的
部
門
（
保
育
等
）
に
お
け
る
処
遇
改
善
事
業
の
実

施
を
求
め
る
請
願
」)

で
、
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

〇
一
般
質
問
は
３
月
７
日
に
７
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

〇�

３
月
定
例
会
は
最
終
日
、
委
員
会
に
付
託
し
て
い
た
議
案
16
件(

内
1
件
は
修
正
動
議
あ
り)

と
請
願
2
件
に
加
え
、
追
加
提
案
さ

れ
た
議
案
１
件 (

補
正
予
算) 

と
意
見
書
１
件
、
発
議
１
件
を
採
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

3月
定例会可決 可決48億5,400万円

会計別当初予算	

区 　 分 令和３年度
予　算

令和４年度
予　算 比　較 増減率

一 般 会 計 524,400 485,400 △ 39,000 △7.4%
国民健康保険事業 84,840 86,776 1,936 2.3%
介 護 保 険 事 業 70,359 69,699 △ 660 △0.9%
後期高齢者医療事業 7,279 7,653 374 5.1%
水 道 事 業 36,821 35,185 △ 1,636 △4.4%
下 水 道 事 業 50,915 48,239 △ 2,676 △5.3%
合 　 計 774,614 732,952 △ 41,662 △5.4%
＊水道・下水道事業会計は歳出予算額＊水道・下水道事業会計は歳出予算額

（単位：万円）（単位：万円）

当初予算の推移	
会 計 H30 H31 R2 R3 R4
一 般 会 計 389,200 450,000 495,200 524,400 485,400
特 別 会 計 お よ び
公 営 企 業 会 計 228,115 228,958 279,785 250,215 247,552
合 　 計 617,315 678,958 774,985 774,615 732,952

（単位：万円）（単位：万円）

48億5,400万円

2 議会だより とよさと
令和４年５月27日発行
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令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
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３
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度

令
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４
年
度

令和４年度
一般会計
当初予算 48億5,400万円48億5,400万円

「
令
和
4
年
度
一
般
会
計
予
算
」の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

予
算
の
修
正
を
議
会
が
提
案
す
る
こ
と
は
本
来
の
役
割
で
は
あ
り
ま
す
が
、
増
額

修
正
に
つ
い
て
は
特
に
慎
重
に
取
り
扱
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
何
よ
り
も
予

算
の
増
額
修
正
を
す
る
場
合
に
は
、
議
会
は
町
と
調
整
を
行
い
、
妥
当
な
結
論
を
見

い
出
す
の
が
望
ま
し
い
と
の
政
府
見
解
が
さ
れ
て
あ
る
よ
う
に
、
そ
う
し
た
協
議
の

過
程
を
重
ね
た
後
に
初
め
て
増
額
修
正
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。
町
長
、

執
行
部
と
の
協
議
の
過
程
を
飛
び
越
え
て
の
増
額
の
修
正
を
議
論
す
る
こ
と
は
適
当

で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
修
正
案
に
は
反
対
と
い
た
し
ま
す
。

反
対
討
論
（
河
合
勇
議
員
）

　
コ
ロ
ナ
禍
の
２
年
間
、
町
民
の
命
と
暮
ら
し
を
ど
う
守
る
か
が
予
算
編

成
の
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
点
か
ら
修
正
内
容
は
、

①
後
期
高
齢
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
交
付
金
を
4
5
0
万
円（
高
齢
者
9
0
0
人

分
）増
額
②
高
校
卒
業
ま
で
の
均
等
割
保
険
税
分
1
6
7
万
円（
1
7
7
人

分
）を
町
と
し
て
増
額
③
補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業
助
成
金
25
万
円（
住
民

税
非
課
税
以
外
を
対
象
に
10
件
）を
増
額
④
学
童
保
育
の
会
計
年
度
任
用
職

員
給
与
等
2
4
9
万
円
を
増
額
⑤「
待
機
児
童
ゼ
ロ
」検
討
会
助
成
金
50
万

円
を
増
額
⑥
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ
ト
等
助
成
金
3
0
0
万
円（
1
0
0
0
人

分
）を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

提
出
者
：
今
村
恵
美
子　
賛
成
者
：
鈴
木
勉
市
、
高
橋
直
子

採
決
の
結
果
：
修
正
案
否
決

「
令
和
4
年
度
一
般
会
計
予
算
」の
原
案
に
対
す
る
討
論

採
決
の
結
果
：
原
案
可
決

今
、
地
方
自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
焦
眉
の
課
題
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
感
染
は
自
然
界
で
発
生
す
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
誰
の
責
任
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
予
防
、
感
染
が

発
生
し
た
場
合
の
対
応
は
人
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
意
味
で
感
染
予
防
、

感
染
拡
大
に
、
今
、
行
政
が
一
番
積
極
的
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
大
変
重
要
だ
と
思

い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
予
算
に
は
そ
の
姿
勢
が
見
え
ま
せ
ん
の
で
、
反
対

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

反
対
討
論
（
鈴
木
勉
市
議
員
）

こ
の
予
算
は
、
自
治
区
に
対
す
る
補
助
金
、
高
齢
者
支
援
の
取
組
み
や
重
層
的
支

援
体
制
整
備
移
行
準
備
事
業
、障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
事
業
、歌
詰
橋
橋
梁
補
修
・

補
強
第
2
期
工
事
、
龍
ケ
池
の
改
修
工
事
、
交
通
安
全
対
策
整
備
、
学
校
給
食
費
や

ス
ポ
ー
ツ
公
園
、バ
ン
ガ
ロ
ー
跡
地
の
整
備
工
事
な
ど
、全
体
を
通
し
て
町
民
の
方
々

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
反
映
さ
れ
た
予
算
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
速
や
か
な
実

行
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
よ
り
一
層
の
知
恵
と
努
力
と
工
夫
が
あ
る
こ
と
を
一
言

付
け
加
え
て
賛
成
と
い
た
し
ま
す
。

賛
成
討
論
（
西
澤
博
一
議
員
）

3  議会だより とよさと
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　今回の補正では各事業の不用見込分が減額されたことから予算総額では減額とな
りました。

　〇減債基金積立	 ３千６百万円
　〇公共施設等総合管理をするために基金を積立	 ２千万円
　〇歌詰橋第1期工事の完工に伴う愛荘町負担金の精算	 2千３百万円

歳出の主なもの

令和3年度一般会計補正予算（第11号）
3月定例会 当初に提案

可決 可決２２億億5,7005,700万円万円を減額を減額

令和3年度一般会計補正予算（第12号）
3月定例会 最終日に提案

可決 可決6,9006,900万円万円を増額を増額
　〇繰上償還金元金	 6千9百万円

歳出の主なもの

　2月24日に令和4年第1回臨時会が開催されました。
　町長から提案された案件は１件（令和3年度一般会計補正予算第
10号）専決１件（令和３年度一般会計補正予算第９号）であり、
全員賛成で原案可決・承認しました。

令和３年度一般会計補正予算(第９号)
　〇除雪にかかった委託料	 １千百万円

令和３年度一般会計補正予算(第10号）
　〇住民税非課税世帯等臨時特別交付金	 5百万円
　〇子育て世帯への臨時特別給付金(支援給付金)	 百万円
　〇愛里保育園施設費(空調工事)	 １千9百万円
　〇日栄小学校整備費(体育館LED照明改修工事・空調工事)	
	 １億１千７百万円

歳出の主なもの

２月臨時会

可決 可決

（※100万円未満四捨五入）

（※100万円未満四捨五入）

（※100万円未満四捨五入）
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今年度は今年度は

するの？するの？

議会注目
事業令和令和４４年度年度

事業を一部事業を一部
紹介します紹介します

教育委員会事務局総務課教育委員会事務局総務課
情報教育推進事業費情報教育推進事業費

2,9872,987万円万円

GIGAスクール構想により情報教育支援
員を配置し、子どもや教職員へのパソコ
ンを活用した授業の支援や研修会を実
施。また学校図書館システムを活用し、
学校図書館の蔵書管理等を行う。

医療保険課医療保険課
がん検診事業がん検診事業

890890万円万円

胃・大腸・肺・乳・子宮頸がん検診を集
団で、乳・子宮頸がん検診を県内登録医
療機関委託で実施。また50歳以上の胃内
視鏡検査による胃がん検診を、彦愛犬１
市４町により管内３病院で実施。令和４
年度から、がん患者の就労など社会参加
の継続、療養生活の質の向上を目的に、
医療用ウィッグや帽子、乳房補装具等の
購入費用を助成する。

教育委員会事務局総務課教育委員会事務局総務課
学校給食費助成事業学校給食費助成事業

7070万円万円

子育て支援ならびに少子化対策・若者世
代の定住促進に資するため、町内在住で
町外の小学校、中学校に在籍する児童生
徒の学校給食費の一部を助成する。

教育委員会事務局保健体育課教育委員会事務局保健体育課
スポーツ公園改修費スポーツ公園改修費

5,8625,862万円万円

バンガロー跡地の改修作業および豊郷ス
ポーツ公園周辺の環境整備を行う。

住民生活課住民生活課
塵芥処理費塵芥処理費

1億3,8921億3,892万円万円

可燃・不燃性ごみおよび資源ごみならび
に粗大ごみの収集を行うとともに、各種
分別を行い、再資源化に向けた取り組み
を行う。

保健福祉課保健福祉課
重層的支援体制重層的支援体制

整備事業移行準備事業整備事業移行準備事業

606606万円万円

介護、障がい、子ども・子育て、生活困
窮分野の連携体制を構築し、重層的支援
体制整備事業への移行に向けた計画の作
成、多機関協働等の取組を行う。

人権政策課人権政策課
公営住宅等検討委員会費公営住宅等検討委員会費

1,1841,184万円万円

今後の公営住宅等のあり方をコンサルに
委託し、委員会で取り纏める。

産業振興課産業振興課
観光振興事業費観光振興事業費

1,4211,421万円万円

観光協会に対する補助金、豊郷小ライト
アップ委託料、豊会館、伊藤忠兵衛記念
館への補助金、軽音楽甲子園開催に対す
る補助金、ひな人形めぐり事業委託料。

地域整備課地域整備課
緊急自然災害防止対策事業緊急自然災害防止対策事業

9,2579,257万円万円

歌詰橋橋梁補修・補強第２期工事および
護岸護床工事に伴う設計業務を実施す
る。
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（○は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。議長は可否同数の場合のみ裁決に加わる）

議案審議

 令和４年３月定例会　全員賛成
議第３号 豊郷町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて

議第４号 豊郷町先人を偲ぶ館の指定管理者の指定につき議決を求めることについて

議第５号 豊郷スポーツ公園施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて

議第６号 豊郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例案

議第８号 豊郷町特別職の職員で常勤のものの給与および旅費に関する条例の一部を改正する条例案

議第９号 豊郷町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例案

議第10号 豊郷町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例案

議第11号 豊郷町債権の管理に関する条例案

議第12号 豊郷町中小企業・小規模企業振興基本条例案

議第13号 令和３年度豊郷町一般会計補正予算（第11号）

議第14号 令和３年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

議第15号 令和３年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

議第17号 令和４年度豊郷町国民健康保険事業特別会計予算

議第20号 令和４年度豊郷町水道事業会計予算

議第21号 令和４年度豊郷町下水道事業会計予算

議第22号 令和３年度豊郷町一般会計補正予算（第12号）

発議第2号 ロシアによるウクライナ侵攻を強く非難する決議案

 賛否が分かれたもの 議員名
結果日

比
野

辻　
本

中　
島

村　
岸

前　
田

高　
橋

西
澤
（博）

鈴　
木

西
澤
（き）

今　
村

河　
合 令和４年２月臨時会

議第１号
専決処分につき承認を求めることについて
（令和３年度豊郷町一般会計補正予算（第９
号））

〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 可決

議第２号 令和３年度豊郷町一般会計補正予算（第10号） 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 可決

 令和４年３月定例会

議第７号 豊郷町職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 ☒ 〇 × ー 可決

議第16号
令和４年度豊郷町一般会計予算 〇 〇 〇 ー 〇 × ◦ ☒ 〇 × 〇 可決

修正案 × × × ー × 〇 × 〇 × 〇 ☒ 否決

議第18号 令和４年度豊郷町介護保険事業特別会計予算 ◦ 〇 〇 〇 〇 ☒ 〇 × 〇 × ー 可決

議第19号 令和４年度豊郷町後期高齢者医療事業特別会計予算 ◦ 〇 〇 〇 〇 ☒ 〇 × 〇 × ー 可決

請願第1号 国に対し「刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改
正を求める意見書」の提出を求める請願書 × 〇 ◦ 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 ー 採択

意見書第1号 刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書案 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 ー 可決

請願第2号
政府が進めるコロナ克服・新時代開拓のための
経済対策における公的部門（保育等）における
処遇改善事業の実施を求める請願

× 〇 〇 〇 〇 〇 × ◦ × 〇 ー 採択

私はこう判断

（○は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。議長は可否同数の場合のみ裁決に加わる）
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日本弁護士連合会のまとめによると、1910年代から2000年代までの冤罪事件は161件あり、しかも氷山の一角だと言
われています。そして再審無罪を勝ちとるまでに例えば吉田岩窟王事件(1913年、名古屋市)は50年、加藤老事件(1915年、
山口県)は62年、昨年5月に国家賠償裁判で勝訴判決が出た茨城・布川事件は44年かかっており、再審は「開かずの扉」「針
の穴に駱駝を通すようなもの」と例えられ、当事者・家族には想像を絶する困難が伴う状況です。
現在、再審制度は刑事訴訟法に規定がありますが、条文数は19カ条(435条から453条)のみで、極めて大雑把な規定の
ため、個々の再審裁判では裁判所の解釈、運用にすべて委ねられていることから「再審格差」が起こっているのが実態です。
再審制度の抱える問題点は、一つは捜査段階で集めた全証拠を検察が開示しないことです。国民の税金を使って集めた
すべての証拠は、有罪立証に有利、不利を問わず、弁護団の開示請求に応じ、真実解明に役立てるべきと考えます。
二つは、検察官の不服申立て(上訴)です。裁判所が再審開始決定を出しても従わず、不服申立てをおこない、結果とし
て多くの時間を費やし、当事者と家族を時間的にも金銭的にも、また心理的にも苦しめ続けることは許されません。再審
開始決定に対する反論は、再審公判のなかで主張立証する機会があることから、上訴は禁止すべきであると考えます。
三つは、前述の「再審法(刑事訴訟法の再審規定)」を通常審のように整備し、環境を整え、再審審理において過去に当
該事件に関与した裁判官が再び関与することが起こらないようにすることが重要であると考えます。
以上のことから、無辜の者を誤った裁判から迅速に救済するために、「再審法(刑事訴訟法の再審規定)」の改正を求めます。

記
１　�再審における検察手持ち証拠の全面開示
２　�再審開始決定に対する検察の不服申立て(上訴)の禁止
３　�再審法(刑事訴訟法の再審規定)の整備
　　　以上、地方自治法第99条の規定に基づき意見書を提出します。

　　　　　　令和４年３月24日
滋賀県犬上郡豊郷町議会

〔提出先〕
　　　衆議院議長　　様
　　　参議院議長　　様
　　　内閣総理大臣　様
　　　法務大臣　　　様

刑事訴訟法の再審規定(再審法)の改正を求める意見書

ロシアは２月24日、武力による威嚇または武力の行使を慎むよう求めた国連憲章および国際法を踏みにじり、ウクライ
ナへの軍事侵攻を開始し、ウクライナの主権および領土の一体性を侵害するという明らかな侵略行為を続けていることは、
一方的かつ身勝手な理由の下にウクライナ国民の尊い命を奪い、国際社会の平和と秩序、安全を根底から脅かす蛮行であり、
愚行であり、断じて許すことはできない。
この軍事侵攻では、軍事施設だけでなく学校や病院、民間施設などをも攻撃しており、女性や幼い子ども達を含む一般
市民にも連日多くの死傷者が出ている状況にある。ウクライナからの避難民は３月11日には250万人を超えたとの報道が
あり、国連が避難民を400万人に達すると想定するまでの悲惨な状況となっている。
しかも、プ－チン大統領は核戦力を「特別体制」に引き上げたことを表明しており、このことは核兵器で世界諸国を威
嚇するものであり、人類破滅の核戦争に道を開く危険極まりない所業であり、唯一の戦争被爆国の国民として怒りを込め
て強く非難する。
このような形で推し進められる現状変更の行為は決して許されるものではなく、ロシア軍が即時に完全かつ無条件で撤
退し、国際社会の速やかな平和が実現することを強く強く求める。
以上、決議する。

　　　　　　令和４年３月24日
滋賀県犬上郡豊郷町議会

ロシアによるウクライナ侵攻を強く非難する決議

私たちは平和を願っています!!
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す
。

問　

保
険
給
付
費
の
減
額
の

背
景
は
。

答　

今
年
度
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
低
調
だ
っ
た
の
で
、
そ
の

実
績
を
踏
ま
え
、
３
，
６
０

０
万
円
程
度
当
初
予
算
を
減

額
し
ま
し
た
。

問　

施
設
入
所
待
機
者
は
何

名
で
す
か
。

答　

24
名
お
ら
れ
ま
す
。

令
和
4
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
特
別
会
計
予
算

問　

令
和
4
年
度
事
業
の
特

徴
は
。

答　

今
年
10
月
か
ら
一
部
窓

口
負
担
が
2
割
に
な
る
の

で
、
保
険
証
を
2
回
交
付
す

る
方
向
で
す
。
後
期
の
保
険

料
所
得
割
が
上
が
り
ま
す
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
行
財
政
、総
務
、人
事
、農
業
、商
工
業
、観
光
、建
設
、

上
下
水
道
、公
営･

改
良
住
宅
、人
権
に
関
す
る
こ
と

委員会 Report

レ
ポ
ー
ト
作
成：西
澤
清
正 

委
員
長

議
第
６
号　
豊
郷
町
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

問　

３
点
お
尋
ね
し
ま
す
。

保
険
税
が
５
，
３
９
０
円
引

き
下
げ
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
減
額
の
一
番
高
い

人
と
一
番
低
い
人
で
は
額
は

ど
う
か
。
そ
れ
か
ら
資
産
割

を
廃
止
し
た
場
合
の
影
響

は
。
最
後
に
、
こ
の
引
き
下

げ
に
基
金
か
ら
拠
出
さ
れ
る

の
は
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
の

か
。

答　

１
点
目
の
減
額
に
な
る

一
番
高
い
方
は
、
７
万
７
，

６
０
０
円
で
、
一
番
影
響
の

少
な
い
方
で
４
０
０
円
下
が

る
見
込
み
で
す
。
２
点
目
の

資
産
割
廃
止
の
影
響
と
し
て

は
５
３
９
世
帯
、
全
体
の
52

％
が
下
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
回
の
改
正
に
お
い
て

は
増
額
に
な
る
方
は
お
ら
れ

な
い
。

議
第
11
号　
豊
郷
町
債
権
の

管
理
に
関
す
る
条
例
案

問　

町
条
例
の
対
象
と
な
る

私
債
権
一
覧
資
料
が
提
出
さ

れ
た
が
、
し
っ
か
り
と
対
象

の
確
定
を
し
て
お
か
な
い

と
。
全
部
で
１
億
１
，
６
０

０
万
円
が
こ
の
条
例
の
不
良

債
権
管
理
の
回
収
対
象
に
な

る
と
認
識
を
し
て
い
い
わ
け

で
す
ね
。
こ
れ
だ
け
の
額
を

回
収
し
て
い
く
に
は
、
ど
こ

が
担
当
さ
れ
る
の
か
。
チ
ー

ム
と
か
何
か
体
制
を
作
る
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

庁
舎
内
で
も
十
分
協
議

し
た
上
で
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

問　

そ
れ
ぞ
れ
の
債
権
に
消

滅
時
効
期
間
が
あ
り
、
時
効

の
援
用
を
す
れ
ば
債
権
消
滅

し
て
し
ま
う
が
、
13
条
に
こ

う
い
う
場
合
町
は
債
権
放
棄

す
る
と
い
う
の
が
書
か
れ
て

い
る
が
、
本
人
が
時
効
の
援

用
を
し
た
ら
消
滅
時
効
は
完

成
す
る
ん
で
す
よ
ね
。

答　

債
務
承
認
を
さ
れ
て
い

る
と
時
効
が
成
立
し
て
い
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

問　

条
例
制
定
に
よ
る
効

力
、
プ
ラ
ス
面
は
ど
う
か
。

答　

債
権
管
理
条
例
は
今
あ

る
債
権
を
ど
の
よ
う
に
扱
う

か
の
条
例
で
す
の
で
、
条
例

を
作
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
今

ま
で
と
や
る
こ
と
が
変
わ
る

と
い
う
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

せ
ん
。
既
に
死
亡
さ
れ
て
い

る
の
に
ず
っ
と
請
求
が
残
っ

て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
不

納
欠
損
で
落
と
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
場
合
に
は
説
明
責
任
が

あ
り
、
ど
う
い
う
経
過
で
や

っ
て
き
た
か
が
大
切
に
な
る

の
で
、
そ
う
い
う
積
み
重
ね

が
滞
納
金
額
を
縮
小
す
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
当
委
員
会
で
は
他
に
付
託

を
受
け
た
条
例
関
係
５
件
、

予
算
２
件
、
請
願
２
件
の
審

査
を
行
い
、
委
員
長
が
審
査

結
果
を
議
会
最
終
日
に
報
告

し
ま
し
た
。

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

文
教
民
生
常
任
委
員
会

問　

令
和
3
年
度
の
運
用
基

金
の
積
み
立
て
が
高
い
の
は

な
ぜ
か
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
で
所
得
が
下

が
る
と
見
込
ん
で
い
ま
し
た

が
、
町
の
想
定
以
上
に
下
が

ら
な
か
っ
た
の
で
余
っ
た
差

額
分
１
，
０
０
０
万
円
ぐ
ら

い
基
金
積
立
に
回
し
ま
し

た
。

令
和
3
年
度
豊
郷
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
4
号
）

問　

調
整
交
付
金
の
増
額
理

由
は
。

答　

コ
ロ
ナ
減
免
分
の
特
別

調
整
交
付
金
の
増
額
分
で

す
。

問　

認
定
調
査
費
の
報
償
費

3
万
9
千
円
の
増
額
の
背
景

は
。

答　

令
和
３
年
度
は
年
１
２

０
件
の
想
定
で
し
た
が
、
町

の
調
査
員
で
回
り
き
れ
な
か

っ
た
分
で
す
。

令
和
4
年
度
豊
郷
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

問　

県
は
令
和
９
年
度
を
目

標
に
県
下
統
一
国
保
税
率
を

目
指
し
て
い
る
と
の
説
明
で

し
た
が
、
そ
の
場
合
、
豊
郷

町
の
国
保
税
の
見
通
し
は
。

答　

豊
郷
町
の
標
準
保
険
料

と
県
の
標
準
保
険
料
の
差
額

は
約
１
万
７
千
円
程
度
あ

り
、
最
終
的
に
は
上
げ
て
い

く
方
向
で
す
。

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

問　

特
定
検
診
で
担
当
員
の

方
が
問
診
票
に
基
づ
い
て
病

名
や
病
院
、
年
齢
な
ど
個
人

情
報
を
聞
か
れ
、
後
ろ
で
待

っ
て
い
る
人
に
丸
聞
こ
え
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
改
善

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

検
査
の
委
託
業
者
等
々

に
話
を
し
て
、
今
後
、
配
慮

し
て
い
き
ま
す
。

令
和
4
年
度
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
予
算

問　

第
１
号
被
保
険
者
保
険

料
増
の
内
訳
は
。

答　

被
保
険
者
の
推
計
は
、

１
，
９
８
４
名
で
前
年
度
に

比
べ
る
と
５
名
増
加
し
て
お

り
、
全
体
と
し
て
所
得
の
高

い
方
の
構
成
比
率
が
増
え
て

い
ま
す
の
で
予
算
も
増
額
に

な
っ
て
い
ま
す
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
運
営
協
議
会
の
取
り
組
み

や
課
題
は
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
の
実

施
が
困
難
な
こ
と
や
認
知
症

の
見
回
り
の
登
録
者
は
現
在

11
名
で
家
族
と
警
察
と
の
連

携
も
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま

採
決
結
果　

賛
成
多
数
（
可
３
：
否
1
）

教
育
、福
祉
、衛
生
、医
療
、戸
籍
、年
金
に
関
す
る
こ
と

レ
ポ
ー
ト
作
成：今
村
恵
美
子 

委
員
長

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

医
療
保
険
課

医
療
保
険
課

医
療
保
険
課

医
療
保
険
課

医
療
保
険
課

採
決
結
果
…
全
員
賛
成

採
決
結
果　

賛
成
多
数
（
可
３
：
否
1
）
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問　

文
化
財
保
護
費
の
中
に

龍
ケ
池
の
文
化
財
と
い
う
の

は
入
っ
て
い
る
の
か
。
地
域

整
備
課
で
は
文
化
財
が
あ
る

た
め
に
工
事
が
ま
だ
で
き
な

い
状
態
だ
と
い
う
こ
と
で
し

た
の
で
今
後
の
計
画
は
。

答　

文
化
財
保
護
費
の
委
託

料
の
町
史
補
助
業
務
委
託
料

の
中
に
龍
ケ
池
の
調
査
で
予

算
を
計
上
し
て
お
り
、
調
査

に
つ
い
て
は
3
月
中
に
地
域

整
備
課
と
協
議
を
終
え
、
学

識
経
験
者
等
に
見
解
を
伺

い
、
調
査
の
期
間
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
人

口
は
町
内
で
１
，
５
０
０
か

ら
２
，
０
０
０
人
、
ま
た
他

所
か
ら
も
多
く
の
方
が
利
用

さ
れ
る
よ
う
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
増
設
を
ど
う
進
め
る
か
。

答　

豊
栄
の
さ
と
の
芝
生
広

場
の
問
題
、
遊
具
の
問
題
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
方

向
性
、
そ
し
て
若
い
世
代
や

今
日
ま
で
築
い
て
こ
ら
れ
た

豊
郷
町
の
伝
統
的
な
ス
ポ
ー

ツ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う

し
た
な
か
で
、
い
ろ
ん
な
角

度
か
ら
検
討
委
員
会
で
、
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
予
算
、決
算
に
関
す
る
こ
と

考
え
ま
す
と
令
和
４
年
は

４
，
４
０
０
万
円
、
令
和
５

年
度
は
６
，
６
０
０
万
を
今

後
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

役
務
費
の
な
か
の
手
数

料
の
減
額
の
背
景
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

答　

ふ
る
さ
と
納
税
の
収
入

を
12
月
に
５
億
５
，
０
０
０

万
円
か
ら
、
今
年
度
の
見
込

み
を
４
億
８
，
０
０
０
万
円

算
出
し
、
手
数
料
の
見
込
み

に
よ
る
減
額
で
す
。

問　

文
書
広
報
費
の
需
用
費

の
中
で
印
刷
製
本
費
の
う

ち
、
広
報
と
よ
さ
と
の
電
子

回
覧
板
も
考
え
て
い
く
と
い

う
話
も
出
て
い
ま
す
が
、
金

額
的
な
節
約
に
な
る
の
か
。

答　

電
子
回
覧
版
の
導
入
を

し
て
い
き
ま
す
が
、
当
面
の

間
は
従
来
の
も
続
け
ま
す
の

で
、
ど
う
し
て
も
経
費
の
増

額
は
致
し
方
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

問　

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

補
助
金
事
業
の
対
象
に
な
っ

た
方
は
何
人
な
の
か
。

令
和
３
年
度
豊
郷
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

令
和
４
年
度
豊
郷
町
一
般
会

計
予
算 

問　

固
定
資
産
税
を
払
っ
て

い
る
世
帯
の
平
均
と
固
定
資

産
税
の
課
税
対
象
家
屋
は
何

件
か
、
平
均
額
は
。

答　

固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
は
、
令
和
３
年
度
で
は

３
，
３
３
８
人
、
固
定
資
産

税
の
町
税
額
が
５
億
２
，
４

０
０
万
円
、
平
均
値
で
15
万

７
，
０
０
０
円
で
す
。

問　

延
滞
金
、
過
料
分
の
収

入
は
。

答　

令
和
元
年
度
決
算
は
３

０
１
万
１
，
０
０
０
円
、
令

和
２
年
度
決
算
が
３
１
０
万

９
，
０
０
０
円
で
、
今
回
の

平
均
で
す
け
れ
ど
も
、
２
９

９
万
９
，
０
０
０
円
で
予
算

計
上
し
て
お
り
ま
す
。

問　

歌
詰
橋
補
強
補
修
工
事

第
2
期
工
事
に
向
け
て
の
調

査
費
、
１
期
・
２
期
合
わ
せ

て
歌
詰
橋
の
改
良
工
事
に
予

定
さ
れ
る
総
額
は
。

答　

２
期
工
事
の
部
ま
で
で

答　

令
和
３
年
度
で
対
象
に

な
ら
れ
る
方
が
３
件
の
見
込

み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問　

去
年
ま
で
高
齢
者
の
冷

暖
房
助
成
金
が
出
て
い
た
と

思
う
が
、
在
宅
高
齢
者
支
援

助
成
金
に
変
更
し
た
の
か
。

答　

は
い
。
在
宅
高
齢
者
支

援
助
成
金
が
冷
暖
房
の
助
成

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問　

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
接
種
委
託
料
の
減

額
は
、
見
込
み
と
比
べ
て
何

パ
ー
セ
ン
ト
ぐ
ら
い
の
接
種

率
だ
っ
た
の
か
。

答　

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
で
す
け
ど
も
、
当
初
見

込
み
１
，
６
０
０
件
、
決
算

見
込
み
で
１
，
５
４
０
件
、

お
お
む
ね
９
割
程
度
に
な
っ

て
お
り
高
齢
者
の
皆
さ
ん
全

体
と
し
て
70
・
４
%
ぐ
ら
い

で
す
。

問　

農
業
委
員
会
は
農
地
減

少
を
食
い
止
め
る
た
め
の
方

策
を
模
索
し
て
い
る
の
か
。

答　

農
業
委
員
会
の
方
策
と

し
て
新
規
就
農
者
の
促
進
と

か
有
休
農
地
の
解
消
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
。

問　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
方

は
3
年
度
実
績
で
何
件
、
利

用
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
以
前

か
ら
要
望
の
あ
っ
た
1
回
だ

け
で
は
な
く
再
申
請
で
き
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
も
含
め
て

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
制
度
に

し
て
い
る
の
か
説
明
し
て
く

だ
さ
い
。

答　

3
年
度
は
今
の
と
こ
ろ

20
件
ぐ
ら
い
で
す
。
見
直
し

に
つ
き
ま
し
て
は
先
日
も
一

般
質
問
等
で
あ
り
ま
し
た
の

で
、
災
害
も
含
め
て
少
し
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

問　

除
雪
委
託
料
が
１
，
１

３
２
万
２
，
０
０
０
円
、
令

和
４
年
度
で
ど
う
い
う
算
出

で
し
て
い
る
の
か
説
明
し
て

く
だ
さ
い
。

答　

除
雪
の
１
，
１
０
０
万

円
に
つ
き
ま
し
て
は
建
設
工

業
部
会
に
今
年
度
も
委
託
を

考
え
て
お
り
ま
す
。
幹
線
道

路
の
部
分
の
約
６
回
分
、

1
9
0
万
円
ぐ
ら
い
で
考
え

て
い
ま
す
。

問　

子
ど
も
を
支
え
る
人
権

の
ま
ち
づ
く
り
促
進
事
業
補

助
金
の
具
体
的
な
内
容
と
業

務
内
容
は
。

答　

小
学
生
の
健
康
管
理
の

他
、
夏
休
み
工
作
教
室
、
体

験
学
習
な
ど
に
対
す
る
補
助

金
に
な
り
ま
す
。

　
職
員
の
活
動
と
し
て
は
隣

保
館
や
児
童
館
開
放
で
来
て

く
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
お
世

話
や
、見
守
り
に
な
り
ま
す
。

問　

非
課
税
世
帯
と
か
ひ
と

り
親
家
庭
の
一
時
預
か
り
に

つ
い
て
、
利
用
料
金
の
減
免

は
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答　

現
状
、
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。

問　

児
童
生
徒
に
対
し
て
の

感
染
防
止
対
策
の
問
題
点
、

改
善
点
な
ど
の
意
見
は
委
員

の
中
か
ら
出
て
い
る
の
か
。

答　

定
例
の
教
育
委
員
会
で

は
こ
ち
ら
か
ら
議
題
を
上
げ

て
い
る
の
に
合
わ
せ
て
教
育

委
員
さ
ん
の
方
か
ら
地
域
で

起
こ
っ
て
い
る
事
情
・
事
象

等
に
つ
い
て
意
見
を
賜
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

企
画
振
興
課

住
民
生
活
課

保
健
福
祉
課

地
域
整
備
課

教
育
委
員
会

レ
ポ
ー
ト
作
成：中
島
政
幸 

委
員
長

総
務
課

医
療
保
険
課

産
業
振
興
課

人
権
政
策
課

税
務
課

委員会 Report
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一般質問一般質問とはとは
議員がその町村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、議員がその町村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、
所信の表明を求めるものである。所信の表明を求めるものである。

一般質問

●日比野　雄二 議員
☆野外焼却防止のため、草木の廃却処理費の助成を問う
・コロナワクチン接種の３回目、12歳以下の計画を問う
・ふるさと納税の現状と将来展望を問う

●西澤　博一 議員
☆防犯カメラ設置の計画的な促進は
・豊栄のさとへの遊具設置の展望は

●鈴木 べんいち 議員
☆新年度の国民健康保険税はいくらになったのか
・新ごみ処理施設建設について問う
・再び、悪臭公害について問う
・バンガロー跡地利用はどうなったのか
・大雪や台風などの自然災害に備えた対策を

●今村　恵美子 議員
・第８期介護保険事業計画を問う
・改良住宅譲渡事業の促進を
・町代執行の早期解決を
・各自治区の除雪等災害対策の強化を
・町可燃ゴミ・不燃ゴミの減量化を実現する積極的取り組みを
☆町民の命と暮らしを守るコロナ対策強化を

☆の質問を掲載しています。

３月定例会では７議員が22問の一般質問を行いました。

●中島　政幸 議員
☆事業継続計画(BCP)について

●村岸　善一 議員
☆防災対策を問う

●高橋　なおこ 議員
・感染症対策に町あげての取り組みを
☆学童保育を本来あるべき姿に
・豊かな保育のために人的、物的環境整備を
・IT機器の扱いに困っておられる方々への支援策は
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問　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
災
害
な

ど
の
緊
急
事
態
に
お
け
る
企

業
や
団
体
の
事
業
継
続
計
画

で
、
自
然
災
害
や
危
機
的
な

状
況
に
遭
遇
し
た
時
に
損
害

を
最
小
限
に
抑
え
、
重
要
な

業
務
を
継
続
し
早
期
復
旧
を

図
る
こ
と
に
あ
り
、
緊
急
時

に
も
事
業
を
途
切
れ
ず
に
継

続
し
、
途
切
れ
た
と
し
て
も

早
期
の
復
旧
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
以
下
の
見
解
を
問
う
。

①�

豊
郷
町
業
務
継
続
計
画
の

基
本
的
考
え
は
。

②��

計
画
の
前
提
と
な
る
被
害

想
定
は
。

③��

非
常
時
優
先
業
務
の
考
え

方
は
。

答　①�

大
規
模
災
害
時
に
あ
っ
て

も
適
切
な
業
務
執
行
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
ま

す
。

②��

災
害
想
定
は
防
災
計
画
の

災
害
規
模
と
な
り
ま
す
。

③��

災
害
発
生
か
ら
３
時
間
以

内
、
24
時
間
以
内
、
72
時

間
以
内
、
１
週
間
以
内
、

２
週
間
以
内
、
１
か
月
以

内
に
区
分
し
て
業
務
を
し

ま
す
。

事業継続計画(BCP)について

問　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
豊
郷
町
業
務

継
続
計
画
で
は
、
感
染
症
対

策
が
策
定
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
、
策
定
し
た
主
要
項
目
に

つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
に
掲
載
が
必
要
と
考
え
る

が
、
見
解
を
求
め
ま
す
。

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲

載
に
つ
い
て
は
、
公
表
で
き

て
い
な
い
部
分
は
、
一
旦
全

部
見
直
し
公
表
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問　

災
害
時
は
町
全
体
の

こ
と
で
す
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
形
で
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
つ
く
り

方
、
考
え
方
と
い
う
の
を
商

工
会
な
ど
と
共
有
し
勉
強
会

を
や
る
考
え
は
、
見
解
を
求

め
ま
す
。

答　

行
政
だ
け
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ

を
定
め
て
も
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。
企
業
で
も
社
会
的
信

用
も
あ
り
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定

さ
れ
て
お
り
商
工
会
の
方
に

も
企
業
内
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
案
内

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
滋
賀

県
の
ひ
な
形
も
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
な
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

ＢＣＰ策定、掲載は十分承知しております

村岸　善一 議員

問

答

問　

昨
年
末
か
ら
の
大
雪

の
除
雪
作
業
に
は
町
民
の
皆

様
は
じ
め
、
町
委
託
業
者
、

町
職
員
の
方
々
ご
苦
労
様
で

し
た
。
今
後
も
異
常
気
象
で

ど
の
よ
う
な
事
が
起
こ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
、
そ
こ
で
以

下
の
点
に
つ
い
て
答
弁
を
。

①�

防
災
計
画
の
中
で
雪
害
対

策
は
ど
の
よ
う
な
位
置
付

け
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

②�

大
雪
警
報
が
発
令
さ
れ
た

ら
学
校
、
園
は
ど
の
よ
う

に
対
処
さ
れ
る
の
か
。

③�

消
防
団
は
大
雪
警
報
が
発

令
さ
れ
れ
ば
ど
の
よ
う
な

体
制
を
取
る
の
か
。

④�

昨
年
末
の
大
雪
で
被
害
に

合
わ
れ
た
家
屋
や
ハ
ウ
ス

は
ど
れ
だ
け
お
ら
れ
る
の

か
把
握
し
て
い
る
の
か
。

⑤�

大
雪
で
除
雪
作
業
等
の
応

援
要
請
は
あ
っ
た
の
か
。

答　①��

災
害
予
防
計
画
第
4
章

（
雪
害
予
防
対
策
）
に
記

載
し
て
い
る
。・
除
雪
計

画
の
策
定･

町
内
主
要
道

路
の
除
雪
体
制
の
強
化
・

広
報
お
よ
び
連
絡
・
消
防

本
部
の
応
援
体
制
。

②�

大
雪
警
報
が
発
令
さ
れ
る

と
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
す
る
た
め
、
降
雪
状

況
や
近
隣
市
町
と
措
置
対

応
に
つ
い
て
連
携
を
図

り
、
臨
時
休
業
の
措
置
を

取
る
こ
と
も
あ
る
。

③�

地
域
防
災
計
画
で
は
要
請

が
あ
れ
ば
出
動
は
考
え
る
。

④�

罹
災
証
明
書
の
発
行
は
家

屋
で
5
件
、
カ
ー
ポ
ー
ト

で
3
件
、
農
協
の
保
険
に

問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
町

内
で
約
80
件
の
申
請
が
あ

っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

⑤�

主
要
道
路
以
外
の
道
路
除

雪
の
電
話
が
多
数
有
り
数

は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

問　

リ
フ
ォ
ー
ム
の
補
助

金
制
度
は
、
一
度
利
用
す
れ

ば
再
度
利
用
で
き
な
い
が
災

害
に
遭
わ
れ
た
時
な
ど
は
再

度
の
補
助
申
請
を
出
来
る
よ

う
に
な
ら
な
い
か
。

答　

今
回
の
よ
う
な
大
雪

に
つ
い
て
は
想
定
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
今
後
リ
フ
ォ

ー
ム
等
の
補
助
金
に
つ
い
て

は
災
害
時
の
取
組
み
等
に
つ

い
て
は
検
討
す
る
。

防災対策を問う

災害予防計画第4章雪害予防対策で対応している

問

答

中島 政幸 議員
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問　

昨
年
の
12
月
議
会
で

は
、
新
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
に
つ
い
て
、
引
き
下
げ

を
求
め
た
と
こ
ろ
、「
基
本

的
に
は
据
え
置
き
を
基
準

に
、
も
し
引
き
下
げ
ら
れ
る

よ
う
で
あ
れ
ば
、
一
定
引
き

下
げ
る
方
向
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。」
と
の
回
答
で
あ

っ
た
が
、
新
年
度
の
国
民
健

康
保
険
税
は
い
く
ら
に
な
っ

た
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

答　

一
人
あ
た
り
平
均
で

５
，
３
９
５
円
の
引
き
下
げ

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
資

産
割
も
廃
止
し
、
４
方
式
か

ら
３
方
式
に
な
り
ま
し
た
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
町

民
の
暮
ら
し
と
生
活
が
本
当

に
厳
し
い
中
、
ま
た
、
こ
の

春
か
ら
生
活
必
需
品
の
値
上

が
り
が
続
く
中
で
、
国
民
健

康
保
険
税
が
引
き
下
げ
ら
れ

る
の
は
、
町
民
に
と
っ
て
う

れ
し
い
事
だ
と
思
い
、
歓
迎

し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

こ
れ
ま
で
、
資
産
割
の
廃
止

を
求
め
て
来
ま
し
た
が
資
産

割
も
廃
止
さ
れ
る
と
い
う
回

新年度の国民健康保険税は
　いくらになったのか

答
で
し
た
。
資
産
割
の
廃
止

を
求
め
て
来
た
大
き
な
理
由

は
、
①
固
定
資
産
税
と
の
重

複
課
税
に
な
る
こ
と
、
②
所

得
が
な
い
人
に
も
課
税
さ
れ

る
の
で
、
低
所
得
層
の
負
担

が
重
い
こ
と
な
ど
か
ら
で
す

が
、
こ
れ
も
廃
止
さ
れ
る
と

い
う
事
で
歓
迎
し
た
い
と
思

い
ま
す
。（
な
お
、
そ
の
後

の
予
算
決
算
委
員
会
の
審
議

の
中
で
、
一
番
高
い
人
で
７

７
，
８
０
０
円
、
一
番
低
い

人
で
４
０
０
円
の
引
き
下
げ

に
な
る
事
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。）

　
よ
り
一
層
、
求
め
た
い
の

は
子
ど
も
の
均
等
割
の
廃
止

で
す
。
国
は
今
年
か
ら
未
就

学
児
の
５
割
軽
減
を
実
施
し

ま
す
が
、
軽
減
が
な
い
世
帯

な
ど
に
は
、
町
独
自
で
軽
減

措
置
を
行
い
、
実
施
上
、
子

ど
も
の
均
等
割
を
廃
止
す
る

事
を
求
め
る
。

答　

現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
。

一人あたり5,395円の引き下げになりました

問

答

問　

野
外
焼
却
防
止
の
た

め
草
木
を
業
者
の
方
へ
持
ち

込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
軽
ト

ラ
ッ
ク
１
杯
で
３
，
０
０
０

円
か
ら
５
，
０
０
０
円
、
ト

ラ
ッ
ク
２
ト
ン
車
で
１
万
円

か
ら
１
万
５
，０
０
０
円
と
、

業
者
の
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
で
金

額
が
決
ま
り
、
高
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
為
、
野
外
焼
却
へ
と
つ
な

が
り
犯
罪
行
為
と
な
り
ま

す
。
犯
罪
行
為
防
止
の
た
め

に
も
、
町
の
助
成
を
問
う
。

答　

草
木
の
処
分
に
つ
き

ま
し
て
は
、
各
字
で
の
一
斉

清
掃
で
、
区
長
さ
ん
か
ら
申

請
を
い
た
だ
き
ま
す
と
、
甲

良
町
の
民
間
業
者
で
の
処
分

が
無
料
と
な
り
ま
す
。
個
人

が
草
木
を
処
分
す
る
場
合
は

個
人
負
担
で
す
、
少
な
い
場

合
に
は
50
セ
ン
チ
程
度
に
裁

断
し
、
燃
や
す
ご
み
の
指
定

袋
に
入
れ
て
収
集
に
出
す
方

法
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
バ
ー
ス
セ
ン
タ

ー
へ
持
ち
込
ん
で
、
出
さ
れ

た
重
さ
に
基
づ
き
手
数
料
を

支
払
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
枝
葉
粉
砕
機
購
入

事
業
費
補
助
金
も
あ
り
、
枝

葉
を
細
か
く
チ
ッ
プ
化
し
、

大
地
に
還
元
す
る
方
法
も
あ

り
ま
す
。

　
農
業
を
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
廃
棄
物
の
焼
却
で
、

野
外
焼
却
が
認
め
ら
れ
て
お

り
、
田
ん
ぼ
や
畑
で
燃
や
し

て
い
た
だ
き
、
肥
料
等
と
し

て
ご
利
用
す
る
方
法
も
あ
り

ま
す
。

問　

消
費
者
の
立
場
と
し

て
、
処
理
業
者
に
持
っ
て
い

っ
た
と
き
に
、、
フ
ィ
ー
リ

ン
グ
で
決
め
、明
確
で
無
い
、

例
え
ば
キ
ロ
幾
ら
と
か
立
米

幾
ら
と
か
、
具
体
的
に
消
費

者
と
し
て
分
か
る
よ
う
に
し

た
ら
、
野
外
焼
却
の
方
も
減

る
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど

も
、
町
と
し
て
業
者
に
対
し

て
ど
う
か
を
問
い
た
い
。

答　

民
間
の
会
社
で
す
の

で
、
行
政
の
方
か
ら
強
制
は

言
え
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う

な
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
は
処

理
業
者
の
方
に
申
し
伝
え
ま

す
。

野外焼却防止のため、草木の
　廃却処理費の助成を問う
助成については考えていない
処理業者には処理費の明確化を申し入れる

問

答

鈴木 勉市 議員

日比野 雄二 議員
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問　

近
年
、
自
治
体
が
公

園
な
ど
公
共
施
設
や
児
童
生

徒
の
通
学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
運
用
す
る
ケ
ー
ス
が
増

加
を
し
て
い
る
。
本
町
に
お

い
て
は
、
第
５
次
豊
郷
町
総

合
計
画
の
防
犯
対
策
の
充
実

強
化
の
部
分
に
、
防
犯
を
招

き
に
く
い
環
境
整
備
に
努
め

る
と
い
う
目
標
を
あ
げ
て
い

る
の
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の

観
点
か
ら
も
計
画
的
、
そ
し

て
迅
速
に
設
置
、
促
進
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答　

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い

て
は
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
が
非
常
に
難
し
い
の
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

草
津
市
が
設
置
に
向
け
た
取

組
を
来
年
度
か
ら
実
施
す
る

よ
う
な
の
で
、
草
津
市
の
情

報
な
ど
を
収
集
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問　

具
体
的
に
次
の
３
点

に
つ
い
て
考
え
方
を
尋
ね
ま

す
。

①�

町
と
し
て
条
例
制
定
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

防犯カメラ設置の
　計画的な促進は

②�

学
校
や
通
学
路
へ
の
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
の
重
要
性
を

ど
う
考
え
る
か
。

③�

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

自
治
会
へ
の
助
成
は
。

答　①�

防
犯
の
条
例
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

②�

マ
ス
キ
ン
グ
技
術
が
向
上

し
、
道
路
だ
け
映
す
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
地
方
自
治

体
の
方
で
も
設
置
の
動
き

が
今
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
草
津
市
が
設
置
に

向
け
た
取
組
を
始
め
る
の

で
、
そ
の
情
報
を
収
集
し

て
、
豊
郷
町
で
も
考
え
て

い
き
た
い
。

③�

各
字
で
の
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

見
守
り
カ
メ
ラ
設
置
促
進

事
業
と
い
う
こ
と
で
、
区

の
総
意
が
取
れ
ま
し
た
ら

警
察
か
ら
カ
メ
ラ
の
貸
与

が
あ
り
ま
す
。
滋
賀
県
内

の
自
治
会
は
そ
れ
を
活
用

し
て
設
置
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

情報収集して検討していきたい

問

答

問　

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
は
空

き
教
室
で
は
な
い
。「
食
事

や
行
事
で
交
流
す
る
」
と
い

う
設
置
目
的
に
違
反
し
て
い

な
い
か
。
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で

の
学
童
保
育
に
無
理
が
あ
る

と
考
え
な
い
か
。

答　

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
設

置
目
的
に
違
反
し
て
い
な
い

か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
学
童

保
育
の
設
置
基
準
に
は
違
反

し
て
い
な
い
と
考
え
て
い

る
。

問　

見
学
し
て
き
た
甲
良

町
、
多
賀
町
、
日
野
町
の
学

童
施
設
の
様
子
を
写
真
添
付

し
て
紹
介
す
る
。
こ
の
よ
う

に
学
校
か
ら
遠
く
な
い
場
所

に
専
用
施
設
を
建
て
、
家
庭

的
要
素
を
備
え
た
学
童
保
育

施
設
へ
と
方
針
転
換
を
考
え

な
い
か
。

答　

本
町
も
家
庭
的
な
雰

囲
気
の
中
で
事
業
を
行
っ
て

学童保育を本来あるべき姿に

い
る
。
学
校
内
に
あ
り
、
連

携
等
を
考
え
る
と
、
満
足
さ

れ
て
い
る
保
護
者
が
多
く
お

ら
れ
る
。

問　

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
は
テ

ー
ブ
ル
が
あ
る
だ
け
で
、
１

人
ず
つ
の
ロ
ッ
カ
ー
も
な

い
。
足
を
延
ば
し
て
く
つ
ろ

げ
る
畳
の
部
屋
や
読
書
ス
ペ

ー
ス
、
専
用
ト
イ
レ
・
手
洗

い
場
が
必
要
だ
。
手
だ
て
を

打
た
な
い
か
。

答　

ロ
ッ
カ
ー
は
無
い
が

（
脱
衣
）
か
ご
を
置
い
て
あ

る
。

問　

来
年
度
の
待
機
児
童

数
と
対
応
策
は
。

答　

申
込
み
を
さ
れ
た
方

で
却
下
さ
れ
た
方
は
24
名
。

年
度
途
中
で
退
所
さ
れ
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
空
き
が
出

た
ら
入
所
に
向
け
声
を
か
け

て
い
く
。

専用施設は考えない答

西澤 博一 議員

高橋 なおこ 議員

問

多賀小横の2棟目の学童施設
定員140人に。
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問　

昨
年
の
新
型
コ
ロ
ナ

第
５
波
で
は
、
県
下
19
市
町

の
中
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
感

染
率
で
し
た
が
、
今
回
の
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
の
特
徴
は
感
染

力
が
強
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
町
内
で
は
、
役
場
、
小

中
学
校
、保
育
園
、幼
稚
園
、

学
童
施
設
、
病
院
ク
ラ
ス
タ

ー
な
ど
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
、
県
保
健
所
の
指
示

待
ち
で
は
感
染
拡
大
を
防
げ

ま
せ
ん
。
町
独
自
の
感
染
拡

大
予
防
対
策
と
し
て
、
検
査

キ
ッ
ト
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
抗

原
検
査
な
ど
）
を
確
保
し
、

早
期
発
見
が
大
事
で
す
。
ま

た
、
自
宅
待
機
の
世
帯
に
対

し
て
、
町
独
自
の
食
糧
支
援

や
休
業
補
償
も
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

答　

今
回
の
第
６
波
は
、

県
下
６
町
の
中
で
２
番
目
に

感
染
率
が
高
い
状
況
で
す
。

役
場
の
感
染
者
が
出
た
と

き
、
濃
厚
接
触
者
の
待
機
期

間
は
７
日
間
と
言
わ
れ
２
日

間
閉
鎖
し
ま
し
た
。
町
と
し

て
は
保
健
所
が
ひ
っ
迫
し
て

い
る
の
で
、
町
の
保
健
師
を

保
健
所
に
派
遣
し
ま
し
た
。

町民の命と暮らしを守る
　町独自コロナ対策強化を

保
健
所
か
ら
の
指
示
で
自
宅

待
機
者
へ
の
食
糧
支
援
は
行

っ
て
い
ま
す
。
病
院
な
ど
に

は
マ
ス
ク
や
フ
ェ
ー
ス
シ
ー

ル
ド
を
付
与
し
ま
し
た
。
検

査
キ
ッ
ト
は
不
足
し
て
お
り

確
保
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　

今
回
の
第
６
波
を
経

験
し
て
、
今
町
に
何
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
か
。

答　

学
校
や
役
場
は
本
人

申
請
で
わ
か
り
ま
す
が
、
そ

の
他
の
住
民
さ
ん
の
感
染
は

分
か
ら
な
い
状
況
で
す
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
自
宅
訪
問

は
で
き
な
い
と
考
え
ま
す
。

問　
自
宅
待
機
に
な
っ
て
、

家
庭
内
感
染
が
危
惧
さ
れ
ま

す
。
町
の
対
応
は
変
え
な
い

の
で
す
か
。

答　

家
庭
訪
問
を
す
る
と

感
染
者
が
近
隣
に
わ
か
る
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

検査キットの拡充は考えていません

問

答
今村 恵美子 議員

議員活動等紹介
1 日比野　雄二

2 辻本　勇 いつも感謝の気持ちで
私は現役を引退して、無職・無所属の立場で
議員として活動しています。
現役時代は豊郷町を離れ、延べ10年間海外（タ
イ国）、東北の岩手県へと単身赴任していました。
この間、東日本大震災の体験では会社が機能不全
に陥り延べ２週間停止した折、親会社、地方自治
体、国よりの支援により立ち上げる事が出来た事
や家族が豊郷町・区にお世話になりでいつも感
謝の気持ちでいっぱいでした。
帰った後は東日本大震災での命や絆の大切さ
や、町・区への感謝の気持ちで議員となり、無欲
で仕事に邁進しております。
議員活動の中で特に新庁舎の建設が一番の仕
事であると思います。これは東日本大震災から８
年越しの大事業で、将来起こるとされる南海トラ
フ巨大地震の備えであり、災害に強い命を大切に
考え皆が幸せと思える町作りと思います。	
現在は議員活動と同時にボケ防止の為、１回／
週マージャン教室へと通い公私共に励んでいます。

「地域のために」をモットーに
新緑の輝く季節となりましたが、皆様にはお
健やかにお過ごしのこととお喜び申し上げます。
さて、皆様のお陰で議会に送っていただき、
早いもので二年半が経とうとしていますが、まだ
まだ若輩者ゆえ、住民の皆様のお役に十分立つこ
とが出来ておらず、申し訳なく思っています。
そうした中でも皆様からのお声を聞かせてい
ただき、安心して道を渡っていただけるように
カーブミラーの取り付けや福祉関係の事案など、
私なりにすぐに動き、少しでも皆様のお役に立て
るよう活動を続けています。こうした活動は私に
とって日々勉強となっております。
まだまだやり遂げていないことが沢山ありま
すので、これからも一つ一つ勉強しながら一生懸
命取り組んでまいりますので今後ともご指導よ
ろしくお願いいたします。

※下記番号は議席順。次回は５、６、７、８番になります。
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議 会
（議決機関）

町（行政）
（執行機関）

議案
(条例、事業予算等を提案する。)

意見を聴く。
願い（請願・陳情）を
伝える。

仕事（事業）を
する。

意思決定（議決）

住民（町民）

議員活動等紹介

3 中島　政幸

4 村岸　善一

未来への責任
人口減少、高齢化をむかえ、発想の転換と新
たな仕組み作りと創造型の改革を進め、それぞれ
がオリジナリティを発揮し、魅力ある地域づくり
を進めていくことが地域の活力復活に不可欠で
す。
地域に新しいものを取り入れる取り組みや、
昔懐かしいノスタルジックな文化や歴史を守る
地域の仲間たちと、イベントにふれさせていただ
き、活動や何気ない会話の中から新しい取り組み
や、現状はあるが足らないところを把握し議員活
動のバイブルとしています。
結果、事業化されたりされなかったりとあり
ますが、政策実現につなげられるよう地道な取り
込みを続け、これからも地域活動を通じて人が、
地域が輝く50年後、100年後の豊郷町を創造し
未来への責任を果せるよう微力ながら尽力いた
します。

龍ヶ池揚水機を農業用水と利用する事で
土木遺産の価値がある

皆様のご支援で議員活動も7年目を迎えその間
皆様からのご質問やご意見に応えるよう特に農
業問題や防災対策等色々取り組んで参りました。
今は農業問題で日本土木学会選奨土木遺産と
認定されている、私たちの先祖が昔から水利に恵
まれない地域の農民たちの水を得るための苦労
を想像し明治42年工事を始められた日本で最初
の動力（蒸気ポンプ）による地下水利用の龍ヶ池
揚水機場を今でも利用しているが老朽化がひど
く修理交換をしなければならない。今後どのよう
な方法で文化遺産として残しながら農業用水と
して利用するかを行政、地元住民、文化財担当者
でよく話し合って行かなければならない。地元
住民としては先祖が苦労して築いていただいた
龍ヶ池揚水機場を農業用水として利用していく
ことが後世に伝える我々の努めと思っています。
今後とも皆様のご支援とご協力をよろしくお願
いいたします。

町議会ってどんなところ？
町議会はどんな事業（仕事）をするところ？
条例（きまり）や予算（お金の使い方）を決めたり、正しく使われているかを調べたり、町に対し
て要望や意見を出します。

町議会と町長との関係は？
町民の代表である町議会議員と町長はそれぞれ独立
していて、お互いに意見（提案）を出し合いながら町
議会で決定し、町長（役場）は豊郷町のために事業（仕
事）を進めます。

町議会にはどんな会議があるの？
会議には本会議と委員会があります。
本会議は、議員全員と町長や教育長、各課の課長が集まって話し合う会議を言います。本会議
では、町長が計画した事業（仕事）や予算（お金の使い方）について話し合い、多数決で決定しま
す。
しかし、決められた時間の中で、すべてのことを全員で話し合うより、いくつかの部門に分け
て専門的に詳しく調べたり、話し合ったりするほうが効果的です。この会議を委員会といいま
す。（豊郷町には、予算・決算常任委員会、総務産業建設常任委員会、文教民生常任委員会、議
会広報常任委員会があります。）
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15　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

い
ろ
ん
な
所
で
頑
張
っ
て

い
る
人
た
ち
を
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
子
ど
も
の

読
書
活
動
の
優
秀
実
践
団

体
」
と
し
て
文
部
科
学
省

か
ら
表
彰
さ
れ
た
「
お
は

な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
と

ん
と
ん
ポ
ケ
ッ
ト
」
の
皆

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
１
９
９
６
年
当
時
、豊
栄
の
さ
と
内
に
あ
っ

た
図
書
館
主
催
の
「
お
話
し
会
」
に
参
加
し

た
方
々
が
中
心
に
な
っ
て
「
お
は
な
し
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」を
設
立
。
２
０
１
４
年
か
ら
、「
と

ん
と
ん
ポ
ケ
ッ
ト
」
に
改
称
。
現
在
は
、
保

育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
の
子
ど
も
達
だ
け

で
な
く
地
域
の
要
請
に
も
応
え
て
絵
本
の
魅

力
を
伝
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は

・�

自
分
の
子
育
て
中
に
、
読
み
聞

か
せ
を
し
た
く
て
図
書
館
に
通

う
よ
う
に
な
り
、「
一
緒
に
や
り

ま
せ
ん
か
」
と
声
を
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

・�
広
報
で
募
集
し
て
い
る
の
を
見

て
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

・�

絵
本
が
好
き
で
、
自
分
が
読
む

だ
け
で
な
く
た
く
さ
ん
の
人
に

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は

・�

読
ん
で
い
る
時
に
ざ
わ
つ
い
て

い
て
、「
聞
い
て
も
ら
え
て
い
な

い
の
か
」
と
不
安
で
し
た
が
、
最

後
に
感
想
を
言
っ
て
く
れ
た
時
に

「
ち
ゃ
ん
と
目
と
耳
で
感
じ
て
い

た
の
だ
」
と
感
動
し
ま
し
た
。

・�

道
で
出
会
っ
た
時
に
「
お
話
の
お

ば
ち
ゃ
ん
」
と
言
っ
て
く
れ
る
の

が
う
れ
し
い
で
す
。

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
こ
と
は

・�「
聞
い
て
下
さ
る
方
と
一
緒
に
な

っ
て
お
話
の
世
界
を
作
り
合
っ
て

い
る
」
と
い
う
気
持
ち
で
い
た
い

で
す
。

・�

ま
ず
は
、
自
分
自
身
が
楽
し
む
こ

と
で
す
。

・�

交
流
を
通
し
て
、
私
達
も
癒
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
抱
負
を

　
毎
月
１
回
開
催
の
例
会
で
、
経
験

交
流
を
し
た
り
、
新
刊
の
試
読
を
し

て
い
ま
す
。　
　
　

　
絵
本
関
係
の
講
演
会
に
参
加
す
る

こ
と
で
さ
ら
に
研
究
し
て
、
よ
り
楽

し
い
活
動
に
し
た
い
で
す
。

さ
い
ご
に

　

�　
今
回
の
表
彰
は
、
過
去
の
メ
ン

バ
ー
の
活
動
も
含
め
て
の
も
の
で

す
。
関
係
の
皆
様
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
は
６
月
６
日
㈪

　
※
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
議
会
事
務
局

ま
で　
℡
３
５ ｰ 

８
１
３
０

議
会
だ
よ
り
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

６
月
議
会
の
予
定

議
会
事
務
局
　
新
局
長

　
森
本
　
智
宏

　

よ
り
良
い
豊
郷
町
を
め
ざ

し
、
議
会
運
営
の
支
援
が
で

き
る
よ
う
職
務
に
精
励
し
て

ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
は
、
い

ま
だ
に
停
戦
合
意
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
世
界
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
度
重
な
る

感
染
に
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

政
治
の
最
大
の
任
務
は
、
平
和
の
確
立
と

す
べ
て
の
国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

を
作
る
こ
と
で
す
。
我
が
国
も
77
年
前
ま
で

戦
争
を
し
て
、
我
が
国
で
３
０
０
万
人
、
ア

ジ
ア
で
２
０
０
０
万
人
の
尊
い
人
命
が
奪
わ

れ
ま
し
た
。

　

21
世
紀
の
日
本
が
進
む
べ
き
道
は
平
和
外

交
に
よ
る
国
際
貢
献
で
す
。

　

そ
し
て
、
貧
困
と
格
差
で
苦
し
む
国
民
を

無
く
し
、
老
若
男
女
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
を
作
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
村
恵
美
子

　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
　
高
橋　
直
子　

副
委
員
長　
今
村
恵
美
子

委　
　
員　
西
澤　
清
正　

　
河
合　
　
勇
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